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はじめに 
 

 生涯学習とは，市民一人ひとりが，より豊かな人生を送ることができるよう，生涯に

わたって行う学習であり，学校教育，家庭教育，社会教育，文化活動，スポーツ活動，

ボランティア活動，趣味など，様々な場や機会において行う学習の意味で用いられます。 

 

 近年，少子化による人口減少や高齢化が進行しており，また，グローバル化や技術

革新の進展，働き方改革など，社会を取り巻く環境は，急激に変化しています。これに

伴い，個人の価値観やライフスタイルは多様化し，市民の生涯学習に対するニーズは

ますます高度化しております。こうした市民の生涯学習ニーズに対応するため，誰もが

生涯にわたり学び続けることができ，学んだことを生かし，活躍できる生涯学習社会を

実現することが重要であります。 

 

 第３期八千代市生涯学習推進計画は，令和 3 年度から令和 6 年度までの 4 年間，

基本理念である「一人ひとりが学びを深め，互いに成果を生かし合い，共に生きるまち

やちよ」を実現するため，誰もが身近な場所で，学習活動に取り組める機会や情報提供

の充実，施設整備など学習支援体制の充実を図るとともに，学びを通した市民相互の

交流活動や得られた知識を地域社会に活かすことができるよう生涯学習を推進し，本市

の生涯学習の現状と課題を踏まえ，生涯学習推進の基本的な考え方に加え，具体的な

取組みを位置付け，本市の生涯学習に関する施策を総合的・効果的に推進する新たな

方針として策定しました。 

 

 なお，本市ではこれまで生涯学習に関する施策を総合的に推進する指針として「生涯

学習基本構想」を策定してまいりましたが，「生涯学習推進計画」との関係性や計画の

スリム化等の観点から，今後は基本構想の策定は行わず，基本構想で示していた生涯

学習推進の基本的な考え方などを継承し，「第３期生涯学習推進計画」を定めることと

しました。 

 

 終わりに，本計画の策定に当たり生涯学習審議会委員の皆様を始め，生涯学習に

関するアンケート調査，パブリックコメントを通して生涯学習行政への貴重なご意見，

ご提言をくださいました多くの市民の皆様に心から感謝申し上げます。 

 

令和３年３月 

八千代市長  服 部 友 則 
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第１章 計画策定に当たっての背景       
 

１ 計画策定の趣旨                    

 

 「第３期八千代市生涯学習推進計画」は，本市における総合的かつ計画的にまちづく

りを進める指針として策定される「八千代市第５次総合計画」と合わせ，生涯学習に

関する施策を総合的・効果的に推進するための方針を示すものであり，また，社会情勢

の変化及び生涯学習を取り巻く現状と課題を踏まえ，令和 3 年度から令和 6 年度まで

の 4 年間について，具体的な施策の実現を図るための計画であります。 

 

 

２ 計画の位置付け                    

 

令和 

3 

令和 

4 

令和 

5 

令和 

6 

令和 

7 

令和 

8 

令和 

9 

令和 

10 

        

 

 

八千代市第５次総合計画 
基本構想【令和３年度～令和１０年度】 

第４期 

八千代市生涯学習推進計画 

【令和７年度～令和１０年度】 

第３期 

八千代市生涯学習推進計画 

【令和３年度～令和６年度】 

八千代市第５次総合計画 
前期基本計画 

【令和３年度～令和６年度】 

八千代市第５次総合計画 
後期基本計画 

【令和７年度～令和１０年度】 
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３ 計画の対象期間                    

 「八千代市第５次総合計画前期基本計画」に基づき，計画期間は，令和3年度（2021）

から令和 6年度（2024）までの 4年間とします。 

 なお，計画期間内であっても社会情勢や市民の生涯学習ニーズの変化等へ対応する

ため，必要に応じて見直すものとします。 

 

 

４ 生涯学習を取り巻く状況                

⑴ 国の動向 

国の教育振興基本計画等 

①「第 3 期教育振興基本計画」 

   平成 30 年 6 月には，第 3 期教育振興基本計画が閣議決定され，今後の教育

政策に関する基本的な方針の一つに「生涯学び，活躍できる環境を整える」が定め

られ，「人生 100 年時代を見据えた生涯学習の推進」，「人々の暮らしの向上と

社会の持続的発展のための学びの推進」，「職業に必要な知識やスキルを生涯を

通じて身に付けるための社会人の学び直しの推進」，「障害者の生涯学習の推進」が

示されました。 

 

②「人口減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の振興方策について（答申）」 

   平成 30 年 12 月の中央教育審議会答申「人口減少時代の新しい地域づくりに

向けた社会教育の振興方策について」では，今後の地域における社会教育の在り方

として，『「社会教育」を基盤とした，人づくり・つながりづくり・地域づくり』が

示されました。 

 

⑵ 県の動向 

  県では，令和 2 年 3 月に第３期千葉県教育振興基本計画「次世代へ光り輝く

「教育立県ちば」プラン」を策定し，基本目標「ちばの教育の力で，家庭と地域の絆

を深め，全ての人が活躍できる環境を整える」の中で，「人生 100年時代を見据えた

生涯学習の推進」を掲げています。 
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⑶ 本市の取組について 

本市では，これまで生涯学習に関する施策を総合的に推進していく指針として，

平成 7 年 3月に「八千代市生涯学習基本構想」（以下，「基本構想」という。）を策定

し，その後，基本構想に基づき，「生涯学習推進計画（計画期間：平成 8年度～平成

13 年度）」，「第２次生涯学習推進計画（計画期間：平成 14 年度～平成 16 年度）」，

「第３次生涯学習推進計画（計画期間：平成 17 年度～平成 19 年度）」，「第４次生

涯学習推進計画（計画期間：平成 20 年度～平成 22 年度）」を作成し，施設整備と

して，平成 16 年度に緑が丘公民館及び緑が丘図書館を開館し，平成 19年度に総合

生涯学習プラザを整備したほか，インターネット上で広く市民に生涯学習情報を提供

する生涯学習情報提供システムまなびネットやちよを開設するなど生涯学習の場の

充実と情報提供の拡充に努めました。 

平成 22 年 10 月には，基本構想の策定から 15 年が経過したことや社会情勢の

変化に加え，教育基本法（平成 18 年法律第 120 号）において生涯学習の理念が

明文化されたことに伴い，新たな課題に的確に対応するため「第２次基本構想（計画

期間：平成 23 年度～平成 32 年度（令和 2 年度））」を策定し，それに基づく

「第１期生涯学習推進計画（計画期間：平成 23年度～平成 27 年度）」・「第２期

生涯学習推進計画（計画期間：平成 28 年度～平成 32 年度（令和 2 年度））」を

作成し，施設整備として，平成 27 年度に中央図書館及び市民ギャラリーを開館し，

令和元年度に大和田公民館及び大和田図書館の安全確保の緊急性を考慮し，大和田

図書館敷地内に両施設を複合した仮設施設を整備し，利便性の向上として，平成 23

年度に総合生涯学習プラザや公民館，市民体育館等，生涯学習施設の利用予約をイン

ターネット等から行える「施設予約システム」を開始したほか，平成 27 年度には

図書館に足を運ばずに書籍が読める「電子図書館」を導入するなど生涯学習社会の

構築を目指し，生涯学習の推進に取り組んでまいりました。 
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⑷ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）への取組 

  持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）とは「Sustainable Development Goals」の

総称で，2015 年 9月の国連サミットにおいて，全会一致で採択された，2030 年

を期限とする世界共通の 17 のゴールです。「誰一人取り残さない」社会の実現を

目指し，経済，社会，環境をめぐる広範な課題に，総合的に取り組むものです。 

17 のゴールの中には「質の高い教育をみんなに」という目標があり，第３期八千

代市生涯学習推進計画においても，ＳＤＧｓの理念を踏まえ，年齢，性別，障害の

有無，経済状況などによって学びが妨げられることがなく，市民一人ひとりが生涯に

わたり学ぶことができる施策の展開を図っていく必要があります。 

 

≪持続可能な開発目標≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国際連合広報センター 
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 第２章 計画の基本的な考え方        

 

１ 基本理念                      

 本計画は，八千代市第５次総合計画に基づいた生涯学習分野における個別計画である

ことから，八千代市第５次総合計画の将来のまちの姿を実現するための理念を定めます。 

【八千代市第５次総合計画における生涯学習の将来のまちの姿】 

 市民のニーズに対応した学習機会の提供や生涯学習環境の整備により，多くの市民

が様々な学習活動に参画するまち 

 

 変化し続ける社会においては，市民一人ひとりがその生涯にわたって学び，必要と

する様々な能力を身に付け，その成果を社会で生かし，活躍できる生涯学習社会の実現

が一層必要となります。これらを踏まえ，以下を基本理念として設定します。 

 

基 本 理 念 

一人ひとりが学びを深め，互いに成果を生かし合い，共に生きるまち八千代 

 

 

２ 基本目標                      

 市民一人ひとりが必要な知識を得られるよう学習機会の充実を図り，誰もが学習の

成果を生かすことができる仕組みを構築し，学びを通した交流と学習成果の地域還元を

促進するとともに，生涯学習に関する施策を総合的・効率的に推進します。 

 このことから，以下の４つの基本目標を設定します。 

 

基 本 目 標 

      １ 市民の学びの支援 

      ２ 学びを通した交流と成果の還元 

      ３ 市民の学びの環境整備 

      ４ 地域社会と連携し，共に歩む教育への支援 
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３ 基本方針                      

 基本理念を実現するとともに基本目標を達成するため，以下の基本方針に基づいて

生涯学習の推進を図ります。 

 

基 本 方 針 

      １ 市民のニーズに対応した学習機会の提供 

      ２ 学習成果を活用した交流の支援 

      ３ 団体活動の支援と学習成果の地域還元の促進 

      ４ 人材の育成・確保・活用の体制整備 

      ５ 生涯学習関係施設の整備・充実 

      ６ 情報提供の充実 

      ７ 地域社会と連携した教育への支援 

 

 

 

４ 社会教育を基盤とした人づくり・つながりづくり・地域づくり 

 社会教育を基盤とした人づくり・つながりづくり・地域づくりに向け，以下のイメー

ジのとおり，学びと活動の好循環を目指します。 

 

〖学びと活動の好循環〗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

“人づくり” 

自主的・自発的な学びによる喜びや成長，自己実現 

“つながりづくり” 

・学びを通したつながりづくり 

・住民同士の絆の強化 

“地域づくり” 

・地域活動への意欲の喚起 

・住民の主体的参画による地域課題解決 
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５ 計画の推進に当たって                

 本計画の推進に当たっては，「八千代市立図書館サービス計画」や「八千代市スポーツ

推進計画」等，他の計画と整合を図るとともに，進捗状況調査を実施し，PDCA サイ

クル（※）の視点に立ち，必要に応じて見直し，改定を行うなど進行管理に努めます。 

 

 ※ PDCA サイクル 

   計画を実践し，評価して改善に結び付け，その結果を次の計画に活かしていく

プロセスのこと。一連の流れ（計画「Plan」・実践「Do」・評価「Check」・改善

「Action」）の頭文字をとり，PDCA サイクルという。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

Plan（計画） 

計画の策定 

Action（改善） 

計画の見直し・改定 

Do（実施） 

市，市民，地域，学校等が連携・ 

協力した事業を実施 

Check（点検・評価） 

計画の進捗及び各事業の 

点検・検証・評価 
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 第３章 計画の具体的な取組         
 

１ 市民の学びの支援                   

１-１ 市民のニーズに対応した学習機会の提供 

◆市民一人ひとりの必要な知識が得られるよう，学習機会の充実に努めます。 

 

 【現状】 

本市では，市民一人ひとりの必要な知識が得られるよう，総合生涯学習プラザや

公民館，図書館等の社会教育施設などにおいて，学習機会の提供に努め，市が実施

する講座数，参加者数は増加傾向にあり，学習活動の活性化が図られています。 

一方，市民意識調査では「生涯学習・文化活動の学習時間をとっている」市民の

割合が約３１%と直近４年間で１％の微増にとどまっている状況であります。 

 

【課題】 

  市民のニーズに対応した学習機会の提供を行うには，生涯学習ニーズを的確に把握

するとともに，学習分野が偏らないよう配慮し，幅広い分野での学習機会の充実を，

より一層図っていく必要があります。そのため，市民の学習に対する考え方や生涯

学習ニーズを把握するための調査，市民が学習しやすい環境づくりに必要な調査を

実施する必要があります。 

  また，市民の高度化する学習ニーズに応えるため，関係機関をはじめ，家庭，地域，

企業等と相互に連携する仕組みづくりなど課題があり，学習情報の共有や市民が参加

できる公開講座の開催などの取組みが必要です。 
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 ～ 具体的な取組 ～  

【継続】 

具体的な取組 まちづくりふれあい講座の充実 

整 理 番 号 1-1-① 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

市職員が市民グループの講座等へ出向き，市の事業や施策について

話をする。また，新たな講座の追加や実施期間の拡充などを担当

部署に働きかけるとともに，広報活動を推進します。 

 

〈実施する講座例〉 

 八千代市の財政状況，市税のはなし，やちよの自然発見 等 

 

 

生涯学習振興課 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 まちづくりふれあい講座の講座数 65 講座 70 講座 

 

【継続】 

具体的な取組 家庭教育の支援の充実 

整 理 番 号 1-1-② 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

⑴ 

 

子育てや，しつけ等家庭教育のあり方を学ぶ機会として，家庭

教育講演会を開催し，家庭教育を支援します。 

 

〈実施する事業例〉 

 保護者のための子育て講座，親学講座 等 

 

 

生涯学習振興課 

 

⑵ 

 

家庭教育のあり方の学習や，保護者同士の交流の機会として，

家庭教育事業を推進し，学習機会の充実を図ります。 

 

〈実施する事業例〉 

 1 歳児親子学級，親のための思春期講座 等 

 

 

公民館 
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【継続】 

具体的な取組 ふれあい教室の充実 

整 理 番 号 1-1-③ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

ボランティア指導者が物づくりや昔遊び等を通して，知恵や技能を

若い世代に伝え，交流を深めるふれあい教室の充実を図るための

支援を行います。 

 

〈実施する教室例〉 

 折り紙教室，わら工芸教室 等 

 

 

生涯学習振興課 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 ふれあい教室開催回数 117 回 150 回 

 

 

【新規】 

具体的な取組 オンラインによる情報提供の充実 

整 理 番 号 1-1-④ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

オンラインを活用した講座を配信することで，いつでもどこでも

学習ができる環境を整備し，情報提供の充実に努めます。 

 

〈実施するオンライン講座例〉 

 歴史講座，健康講座，俳句講座 等 

 

 

生涯学習振興課 

 

【関係課】 

総合生涯学習プラザ／

公民館／図書館 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 オンラインによる講座の配信数 ― 40 回 
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【継続】 

具体的な取組 総合生涯学習プラザ主催事業の充実 

整 理 番 号 1-1-⑤ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

継続的な学習により，深い知識の習得と仲間づくりの促進を進める

市民カレッジ等の主催事業を開催し，地域社会の活性化につなげ

ます。 

 

〈実施する事業例〉 

 語学講座，歴史講座，子ども書初め講座 等 

 

 

総合生涯学習プラザ 

 

【関係課】 

生涯学習振興課 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 参加人数 259 人 300 人 

 

 

【継続】 

具体的な取組 公民館主催事業の充実 

整 理 番 号 1-1-⑥ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

子どもから高齢者まで，幅広い世代を対象とした各種の講座・イベ

ントを開催します。また，関係機関等と連携し，多様な学習機会の

提供に努めます。 

 

〈実施する事業例〉 

 夏休み子ども教室，親子料理教室，健康講座 等 

 

 

公民館 
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【継続】 

具体的な取組 子ども読書活動の推進 

整 理 番 号 1-1-⑦ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

さまざまな読書の機会を提供し，子どもの読書活動を推進します。 

 

〈実施する事業例〉 

 読書環境の充実，絵本の読み聞かせ講座 等 

 

図書館 

 

【関係課】 

子育て支援課／

子ども保育課／

生涯学習振興課／

指導課 

 

 

【継続】 

具体的な取組 ブックスタートの推進 

整 理 番 号 1-1-⑧ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

満 1 歳までのお子さんがいる家庭を対象に，図書館の窓口で絵本を

贈るブックスタート事業を実施し，家庭での絵本を介した親子の

言葉かけやスキンシップの大切さを伝えます。 

 

〈実施する事業例〉 

 ブックスタート絵本の配布，講座の開催 等 

 

 

図書館 
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【継続】 

具体的な取組 図書館主催事業の充実 

整 理 番 号 1-1-⑨ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

図書資料，インターネットを活用した講座や親子で参加できるイベ

ントのほか，児童対象のおはなし会や講座等を充実させるとともに，

図書館見学，職場体験学習など学校と連携した活動を推進し，読書

普及活動の充実を図ります。 

 

〈実施する事業例〉 

 親子で楽しむ絵本の会，おはなし会，工作会 等 

 

 

図書館 

 

 

【新規】 

具体的な取組 レファレンスサービスの充実 

整 理 番 号 1-1-⑩ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

市民の学びを支援するため，レファレンスサービスの周知を図ると

ともに，調べ方案内等の整備を行うほか，図書資料や電子資料，

インターネットを活用したレファレンスを行います。 

 

〈実施する事業例〉 

 課題解決資料の収集，調べ方案内のリーフレット作成・更新， 

学習支援 等 

 

 

図書館 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 年間レファレンス受付件数 8,939 件 16,500 件 
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【継続】 

具体的な取組 八千代台東南公共センター主催事業の実施 

整 理 番 号 1-1-⑪ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

施設の特長を生かした事業を実施し，市民のコミュニティ活動の

推進，教養の向上及び社会教育の振興を図ります。 

 

〈実施する事業例〉 

 ウォーキング講座・小学生春休み将棋大会 

 

 

八千代台東南公共

センター 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 公共センター主催事業数 ※新型コロナウイルス

感染症拡大防止のた

め中止。 

※H30 年度 ２事業 

3 事業 

 

 

【継続】 

具体的な取組 伝統文化・伝承文化の継承促進 

整 理 番 号 1-1-⑫ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

日本の伝統文化と八千代に残る伝承文化を学習・体験できる機会を

提供し，次世代への継承を促進します。 

 

〈実施する事業例〉 

 八千代伝承文化講座，茶道入門講座，日本舞踊体験， 

子ども邦楽教室 等 

 

 

文化伝承館 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 文化伝承館主催事業参加者数 3,316 人 3,６00 人 
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【継続】 

具体的な取組 郷土博物館主催事業の充実 

整 理 番 号 1-1-⑬ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

市民のニーズに応えられるよう，講座や講演会等を充実させます。 

 

〈実施する事業例〉 

 古文書講座，自然観察会，文化財散歩 等 

 

 

郷土博物館 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 講座参加者数 1,975 人 2,300 人 

 

 

【継続】 

具体的な取組 博学連携の推進 

整 理 番 号 1-1-⑭ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

学校対応メニューの開発，児童・生徒向けのワークシートの作成，

歴史等を学ぶフィールドワークの実施を通して，博学連携を推進

します。 

 

〈実施する事業例〉 

 学校と連携した博物館利用促進，学校対応メニュー開発 等 

 

 

郷土博物館 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 学校の延べ利用団体数 30 校 市立小中学校全校 
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【新規】 

具体的な取組 市民のニーズに対応した防災訓練の実施 

整 理 番 号 1-1-⑮ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

地域の特性に応じた防災訓練を実施することで，市民の防災知識

及び防災行動力を高めるとともに地域防災力の向上を図ります。 

 

〈実施する訓練例〉 

 地震災害対応訓練，風水害対応訓練 等 

 

 

危機管理課 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 防災訓練の実施回数 49 回 80 回 

 

 

【継続】 

具体的な取組 消費者教育事業の推進 

整 理 番 号 1-1-⑯ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

市内の各種団体や学校等が開催する消費者教育講座に，消費生活

専門相談員，消費生活アドバイザーや外部講師等を派遣し，消費者

被害の減少を図るなど，被害の防止に向けた消費者意識の向上と

自立支援を推進します。 

 

〈実施する事業例〉 

 消費者問題出前講座，啓発冊子配布 等 

 

 

消費生活センター 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 消費者問題出前講座の参加者数 124 人 200 人 
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【継続】 

具体的な取組 ふれあい大学校の充実 

整 理 番 号 1-1-⑰ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

高齢者が自ら生きがいを求め，仲間をつくりながら生涯にわたって

充実した生活を営むことを目的に実施しているふれあい大学校に

ついて，運用方法の変更を検討し，更なる充実を目指します。 

 

〈実施する事業例〉 

 ふれあい大学校運営の見直し検討，講義（社会福祉・健康管理） 等  

 

 

長寿支援課 

 

【関係課】 

生涯学習振興課 

 

 

【継続】 

具体的な取組 高齢者の健康づくりの推進 

整 理 番 号 1-1-⑱ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

フレイル（虚弱）を予防するために，運動，認知症，低栄養，口腔

機能等に関する健康づくりのための講座や講演会を開催します。 

 

〈実施する事業例〉 

 お試し体操広場，男の料理塾 等 

 

 

健康づくり課 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 介護予防に関する講座・講演会の 

 参加者数 
1,909 人 2,540 人 
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【継続】 

具体的な取組 健康づくり学習事業の実施・支援 

整 理 番 号 1-1-⑲ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

⑴ 

 

生活習慣病の発症を防ぎ，重症化を予防するため，健康に配慮

した食生活やストレスの対処法，運動習慣など日々の生活で

実践できるような生活習慣の改善に関する講座や講演会等で

知識や情報を提供します。 

 

〈実施する事業例〉 

 生活習慣病予防講演会，簡単スタート！家トレ講座 等 

 

 

健康づくり課 

 

⑵ 

 

ライフステージにあった生活行動が取れるよう，「健康・食・

歯」に関する知識や情報を提供します。 

 

〈実施する事業例〉 

 夏休み食育教室，いい歯で歯っぴい講座 等 

 

 

母子保健課 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

⑴ 
 健康づくりに関する講座・ 

 講演会の参加者数 
715 人 720 人 

⑵ 
 まちづくりふれあい講座等の 

 健康教育の開催回数 
36 回 40 回 
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【継続】 

具体的な取組 環境保全意識の普及・啓発 

整 理 番 号 1-1-⑳ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

生物多様性及び自然環境の保全，地球温暖化対策等が喫緊の課題と

なっていることから，さまざまな機会を通して環境保全意識を醸成

するとともに，環境保全に関する啓発を行います。 

 

〈実施する事業例〉 

子ども環境教室，自然観察会，作品展 等 

 

 

環境保全課 

（環境政策室） 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 環境学習会の参加者数 2,127 人 2,200 人 

 

 

【継続】 

具体的な取組 ごみの減量化・リサイクル推進等の啓発事業の実施 

整 理 番 号 1-1-㉑ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

ごみの排出抑制や，減量化，再資源化を啓発するごみ減量学習会や

まちづくりふれあい講座，リサイクルフェアを実施します。 

 

〈実施する事業例〉 

 ごみ減量学習会，ごみ減量とリサイクル講座，リサイクルフェア 等  

 

 

クリーン推進課 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 参加団体数 
自治会等 ５ 

小学校  8 

自治会等  20 

小学校  全校 
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【継続】 

具体的な取組 身近な消防啓発の充実 

整 理 番 号 1-1-㉒ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

⑴ 

 

火災予防思想の普及と火災による被害の軽減を図るため，住宅

用火災警報器の設置普及とその維持管理や住宅防火対策に

ついて，市民ニーズに応じた講座を実施します。 

 

〈実施する事業例〉 

 住宅防火対策に関する講座 

 

 

予防課 

 

⑵ 

 

正しい応急手当の知識を習得してもらうため，AED の取扱い

を含めた救命講習会の実施により，応急手当の普及啓発を図り

ます。 

 

〈実施する事業例〉 

 普通救命講習（成人，小児，乳児） 等 

 

 

警防課 

 

⑶ 

 

防火意識の普及啓発のため，市民訓練施設を活用した消火・

煙中避難体験や市内小学生を対象とした防火体験を実施

します。 

 

〈実施する事業例〉 

 市民訓練施設等を利用した消火体験，煙中避難体験 等 

 

 

中央消防署 

 

【関係課】 

東消防署 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

⑵  応急手当普及率 9.9% 10.4% 

⑶  市民訓練施設などの利用回数 74 回 110 回（22 校含む） 
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【継続】 

具体的な取組 救命技術教育の推進 

整 理 番 号 1-1-㉓ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

命の大切さを学ぶため，市内小中学生を対象に心肺蘇生法及び AED

の取扱いなどの救命体験を実施します。 

 

〈実施する事業例〉 

 市内小中学校児童・生徒への救命体験 等 

 

 

中央消防署 

 

【関係課】 

東消防署 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 救命体験の開催校数 31 校 市内小中学校全校 
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2 学びを通した交流と成果の還元              

２-２ 学習成果を活用した交流の支援 

◆学習の成果が広く生かせる仕組みを構築するとともに，学びを通した交流 

活動について支援していきます。 

 

【現状】 

本市では，学習成果を活用した交流の支援として，「公民館まつり」や「市民文化

祭」等を開催し，学びを通した地域交流の促進に努めておりますが，生涯学習に関す

るアンケートでは，生涯学習活動で身につけた知識や技能の生かし方として，「地域

活動やボランティア活動」と回答したものが約２０%と低い水準にあります。 

 

【課題】 

学びを通して習得した知識や技能等，学習成果を広く生かす機会の場の提供が，

学習意欲の向上や仲間づくりなど，地域の学習の輪を広げる交流の場としても重要で

あり，その機会の充実を図る必要があります。 

   また，学習成果を生かすとともに活躍できる「生涯学習社会」を実現するため，

学習の成果が広く生かせる仕組みを構築することが必要です。 

 

 ～ 具体的な取組 ～  

【継続】 

具体的な取組 公民館まつりの開催 

整 理 番 号 2-2-① 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

サークルの学習成果の発表の場として，公民館まつりを開催し，

地域との交流や生涯学習の啓発を行います。 

 

 

公民館 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 公民館まつり来場者数 4,862 人 7,400 人 
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【継続】 

具体的な取組 ニューリバーロードレース in 八千代の開催 

整 理 番 号 2-2-② 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

市内外から多くのランナーを迎え，体力と健康の増進及び生涯

スポーツ活動の推進を図るとともに，八千代市を広くＰＲする

ニューリバーロードレース in八千代を，実行委員会，ボランティア

と連携して開催します。 

 

 

文化・スポーツ課 

 

【継続】 

具体的な取組 コミュニティワールドカップサッカーin 八千代の開催 

整 理 番 号 2-2-③ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

地域スポーツの活性化と生涯スポーツへの関心の高揚，技術の向上

と青少年の国際交流を目的としたコミュニティワールドカップ

サッカーin 八千代を主催する実行委員会を支援します。 

 

 

文化・スポーツ課 

 

【継続】 

具体的な取組 放課後子ども教室の推進 

整 理 番 号 2-2-④ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

小学校の余裕教室等を活用し，全ての児童を対象として，安全・

安心な子どもの活動拠点（居場所）を設け，地域住民の参画を得な

がら，勉強やスポーツ・文化活動，地域住民との交流活動等の機会

を提供するため順次開設します。 

 

〈実施する事業例〉 

 放課後子ども教室の実施及び実施校拡充の協議・検討 等 

 

 

子育て支援課 

 

【関係課】 

障害者支援課／

生涯学習振興課／

教育 総務課 ／

学務課／指導課 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 放課後子ども教室の実施校数 6 校 市内小学校全校 
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２-３ 団体活動の支援と学習成果の地域還元の促進 

◆活動機会拡充の支援や情報提供など，団体の活動の支援を図ることにより，

学習成果が地域に還元されるように取り組みます。 

 

 【現状】 

   令和 2 年 4 月 1 日現在，市内 9 公民館で，323 サークル（会員数 4,748 人）

が公民館登録サークルとして活動しており，また，高齢者学習グループや市民活動

サポートセンターに登録されている市民団体などにより様々な学習活動が行われて

います。しかしながら，生涯学習に関するアンケートでは，生涯学習を通じて身に

つけた知識や技能の生かし方として，「自身の健康増進」や「家庭・日常生活のため」

とする方が大半を占め，地域への還元は低い傾向となっています。 

 

 【課題】 

   公民館登録サークル等は，会員の高齢化・固定化が進み，内容も硬直化しがちで

あり，学習活動自体が停滞するなどの課題があります。そのため，幅広い年代の市民

が交流できるよう，引き続きサークル等への活動支援を行い，活力ある学習活動が

継続されるようサポートするとともに，新しく学習活動をはじめる人への支援を実施

することが必要であります。 

また，学んだ成果を地域に還元する仕組みづくりを推進し，学習の成果を自身の

ためだけではなく，地域に生かす環境づくりを行う必要があります。地域社会に

おいては，人と人とのつながりの希薄化が進んでいることから，住民相互による学習

を通して，つながりの意識や住民同士の絆の強化を目指す取組みが必要です。 

更に，今後も人口減少・少子高齢化が進むことが予想される中，地域づくりの

担い手として，若い世代と地域をつなぐことが必要です。 
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 ～ 具体的な取組 ～  

【継続】 

具体的な取組 ふれあい教室の充実 

整 理 番 号 2-3-①【再掲（1-1-③）】 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

ボランティア指導者が物づくりや昔遊び等を通して，知恵や技能を

若い世代に伝え，交流を深めるふれあい教室の充実を図るための

支援を行います。 

 

〈実施する教室例〉 

 折り紙教室，わら工芸教室 等 

 

 

生涯学習振興課 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 ふれあい教室開催回数 117 回 150 回 

 

 

【継続】 

具体的な取組 青少年学校外活動支援事業の推進 

整 理 番 号 2-3-② 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

青少年の健全育成を図るため，土曜日などの学校休業日に，体験

活動の機会を提供する地域組織を支援します。 

 

〈実施する事業例〉 

 地域組織との連絡調整，レクリエーション研修会， 

安全管理講習会 等 

  

 

生涯学習振興課 
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【継続】 

具体的な取組 市民活動サポートセンターの運営管理 

整 理 番 号 2-3-③ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

市民活動に関する打ち合わせ，チラシ・広報紙の作成，情報の収集

と発信，市民活動の相談，他団体との交流の場として設備や機器を

整えるとともに，市民活動を活性化するための講座等を開催します。 

 

〈実施する事業例〉 

 市民活動等に関するイベントの開催， 

市民活動サポートセンターだより「わ」の発行 等 

 

 

市民活動サポート

センター 
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２-４ 人材の育成・確保・活用の体制整備 

◆地域で活動するリーダーやボランティアなどの人材育成を推進します。 
◆ボランティアを中心とした人材の活用制度について十分な周知に努め，

ボランティアを求める需要者と適切にコーディネートする体制の整備を

図ります。 

 

【現状】 
 本市では，生涯学習に関するボランティア活動として，各分野において知識，技能

を有する人材を登録し，その知識等を学びたい方に紹介する「生涯学習ボランティア

バンク制度」及び「公民館ボランティア講師制度」などを中心に「教えたい人」と

「学びたい人」を結びつけることにより，地域の学びの輪を広げる支援をしています。 

 

【課題】 

「生涯学習ボランティアバンク制度」及び「公民館ボランティア講師制度」の活用

実績が低い傾向にあり，制度を推進するための周知方法等を検討する必要があります。 

また，講師の高齢化などにより登録者数の減少が課題として挙げられることから，

若い世代へのＰＲも必要です。 

 その他，地域の問題解決やボランティア活動等様々な目的で学習活動を行い，習得

した知識や経験が地域に生かされる仕組みづくりが必要です。 
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 ～ 具体的な取組 ～  
【継続】 

具体的な取組 まちづくりふれあい講座の充実 

整 理 番 号 2-4-①【再掲 1-1-①）】 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

市職員が市民グループの講座等へ出向き，市の事業や施策について

話をする。また，新たな講座の追加や実施期間の拡充などを担当

部署に働きかけるとともに，広報活動を推進します。 

 

〈実施する講座例〉 

 八千代市の財政状況，市税のはなし，やちよの自然発見 等 

 

 

生涯学習振興課 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 まちづくりふれあい講座の講座数 65 講座 70 講座 

 

 

【継続】 

具体的な取組 ふれあい教室の充実 

整 理 番 号 2-4-②【再掲（1-1-③）】 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

ボランティア指導者が物づくりや昔遊び等を通して，知恵や技能を

若い世代に伝え，交流を深めるふれあい教室の充実を図るための

支援を行います。 

 

〈実施する教室例〉 

 折り紙教室，わら工芸教室 等 

 

 

生涯学習振興課 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 ふれあい教室開催回数 117 回 150 回 
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【新規】 

具体的な取組 バラの植栽管理講習会の実施 

整 理 番 号 2-4-③ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

バラの植栽管理講習会を開催し，公共施設等のバラの管理が担える

ボランティアの育成を行います。また，受講生の中から地域のリー

ダーとなるような人材の発掘に努めます。 

 

〈実施する事業例〉 

 バラの植栽管理講習会，バラボランティアの育成 等 

 

 

生涯学習振興課 

 

【関係課】 

公園緑地課 

（バラのまちづ

くり庁内委員会

事務局） 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 受講者の数 ― １００人 

 

 

【継続】 

具体的な取組 青少年団体指導者養成講座（友・遊・カレッジ）の実施 

整 理 番 号 2-4-④ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

青少年活動に関わる人たちが地域社会活動に必要な基礎的知識や

技術を身につけ，指導者として活動できるよう青少年団体指導者

養成講座「友・遊・カレッジ」を実施します。 

 

〈実施する事業例〉 

 青少年育成講演会，野外活動実習 等 

 

 

生涯学習振興課 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

受講者累計（直近５年間）の内， 

青少年指導者として活動している割合 
７２% 90% 
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【継続】 

具体的な取組 生涯学習ボランティアバンク制度の活用の推進 

整 理 番 号 2-4-⑤ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

⑴ 

 

各分野において知識・技能及び技術を有する人材を登録し，

その知識等を学びたい人に紹介することによって市民相互の

生涯学習活動を支援し，生涯学習社会の実現を図ります。 

 

〈実施する事業例〉 

 生涯学習ボランティアバンク制度の周知・啓発，人材登録・ 

派遣 等 

 

 

総合生涯学習プラザ 

 

【関係課】 

生涯学習振興課 

 

⑵ 

 

教えたい人と学びたい人をつなぐ「公民館ボランティア講師

制度」の内容を充実させるとともに，市民の積極的な活用を

推進します。 

 

〈実施する事業例〉 

公民館ボランティア講師制度の周知・啓発，人材登録・派遣 等 

 

 

公民館 

 

【関係課】 

生涯学習振興課 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

⑴ 

 生涯学習ボランティアバンク 

 制度を活用した講座の実施数 
17 回 40 回 

 生涯学習ボランティアバンク 

 制度の登録者数 
39 人 4３人 

⑵ 

 公民館ボランティア講師制度 

 を活用した講座の実施数 
31 回 50 回 

 公民館ボランティア講師制度 

 の登録者数 
49 人 60 人 
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【継続】 

具体的な取組 やちよ元気体操応援隊の養成と活動支援 

整 理 番 号 2-4-⑥ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

住民主体の健康づくり活動を推進するため，やちよ元気体操応援隊

を養成し応援隊が実施する体操グループを支援します。 

 

〈実施する事業例〉 

 やちよ元気体操応援隊養成講座 等 

 

 

健康づくり課 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 やちよ元気体操応援隊が実施する 

 体操グループ数 
96 グループ 104 グループ 

 

 

【継続】 

具体的な取組 農業ボランティア推進事業の充実 

整 理 番 号 2-4-⑦ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

都市住民と農業者の交流を図りながら，農業に関心のある都市住民

を対象に農業ボランティアとして養成し，援農システムを拡充しま

す。 

 

〈実施する事業例〉 

 農業ボランティア推進事業の在り方の検討， 

農業ボランティア養成講座， 

ボランティア認証者と受入農家との連絡調整 等 

 

 

やちよ農業 

交流センター 

 

 

 

 



- 32 - 

 

【継続】 

具体的な取組 里山整備ボランティアの育成 

整 理 番 号 2-4-⑧ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

「第３次環境保全計画」に基づき，里山楽校を開催し，里山整備

ボランティアを育成します。 

 

〈実施する事業例〉 

 里山整備ボランティア人材育成講座，里山学習会 等 

 

 

環境保全課 

（環境政策室） 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 里山楽校（里山整備ボランティア 

 人材育成講座）の参加者数 
118 人 170 人 
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３ 市民の学びの環境整備                

３-５ 生涯学習関係施設の整備・充実 

◆生涯学習関係施設の機能や役割について見直しなどを行うとともに，市民 

のライフスタイルの多様化に合わせた利用方法等の改善に努め，利便性の

向上を図ります。 

 

 【現状】 

本市の生涯学習関係施設としては，総合生涯学習プラザをはじめ，公民館（９館），

図書館（５館），郷土博物館，市民体育館，市民会館等多くの施設があり，生涯学習

活動の拠点として重要な役割を果たしています。また，学校体育施設の開放などと

いった施設の提供も行っています。 

 

【課題】 

  公民館や図書館など多くの生涯学習関係施設は，昭和 40 年代～平成元年にかけて

整備されており，建物や設備の老朽化が進んでいることが課題であり，今後，改修・

更新等に多額の費用が必要となります。一方，人口減少・少子高齢化の進行による

税収の減少などが見込まれる中，改修・更新等に係る財源の確保は更に困難になる

ことが予測されます。 

  本市では，未来を見据えた最適な公共サービスを目指すため，平成２７年に

「八千代市公共施設等総合管理計画」を策定し，公共サービス・施設等の規模の

適正化，公共施設等の効率的な施設管理及び有効活用の３原則に基づく公共施設等の

全体最適化を推進しており，また，令和３年には「八千代市公共施設等個別施設計画」

が策定され，将来にわたり真に必要な公共サービスを安心・安全な公共施設等で提供

し続けていくため，施設ごとの今後の方向性等が定められることから，当計画と整合

を図り，生涯学習関係施設の整備・充実に努める必要があります。 

施設の老朽化以外の課題として，生涯学習関係施設をより利用しやすくするため，

市民のライフスタイルの多様化にも合わせ，機能や役割について見直しを行い，利用

方法の改善に努めるとともに，地域の課題や生涯学習ニーズなどを施設運営に効果的

に反映できるような仕組みづくりが必要です。 
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 ～ 具体的な取組 ～  

【継続】 

具体的な取組 生涯学習関係施設の整備・改善 

整 理 番 号 3-5-① 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

生涯学習関係施設の機能や役割について見直しなどを行うととも

に，市民のライフスタイルの多様化に合わせた利用方法等の改善に

努め，利便性の向上を図ります。 

 

〈実施する事業例〉 

 生涯学習関係施設の整備・充実・見直し，施設利用方法の改善 等 

 

 

生涯学習振興課 

 

【関係課】 

総合生涯学習プラザ／

公民館／図書館／

八千代台東南公共

センター 

 

 

【継続】 

具体的な取組 郷土博物館展示事業 

整 理 番 号 3-5-② 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

常設展のリニューアルを検討・計画し，展示内容を充実させます。 

 

〈実施する事業例〉 

 考古・歴史・民俗・産業・自然の常設展開催 

 

 

郷土博物館 
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３-６ 情報提供の充実 

◆市ホームページ，生涯学習情報提供システム「まなびネットやちよ」，広報

紙のほか，ＳＮＳ等を積極的に活用し，情報提供の充実に努めます。 

◆関係部署と連携し情報の共有化を図った上で，市民の求める情報を適切に 

提供する学習相談を行います。 

 

【現状】 

  本市では，市ホームページ，生涯学習情報提供システム「まなびネットやちよ」，

広報やちよ，やちよ情報メール等により生涯学習の講座情報や団体情報など各種学習

関連情報を発信しています。また，窓口や電話等の相談による情報提供があります。 

  総合生涯学習プラザでは，学習相談・情報提供コーナーを設置し，生涯学習関連の

チラシの配置やポスター等掲示を行い，情報提供の充実に努めています。 

  その他，市民が参加できる講演会やイベントを開催することで，生涯学習の普及・

啓発を図っております。 

  一方，市民意識調査では，「生涯学習情報が得られやすいと感じている」市民の

割合が２０%と低い水準にとどまっています。 

 

【課題】 

  生涯学習に関するアンケート調査から生涯学習に関する情報が市民へ十分に

行き届いていないと考えられるため，既存の情報媒体以外にも，より効果的かつ身近

な場所で生涯学習情報を得られる環境整備について検討する必要があり，また，市民

のライフスタイルの多様化にも合わせた生涯学習情報を的確に提供する必要があり

ます。 

  生涯学習情報を発信する生涯学習情報システム「まなびネットやちよ」への

アクセス件数が低調であることから，当システムの周知が十分ではないと考えられる

ため，周知方法を検討し，更なる生涯学習情報の収集・提供の充実を図る必要があり

ます。 
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 ～ 具体的な取組 ～  

【新規】 

具体的な取組 オンラインによる情報提供の充実 

整 理 番 号 3-6-①【再掲 1-1-④】 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

オンラインを活用した講座を配信することで，いつでもどこでも

学習ができる環境を整備し，情報提供の充実に努めます。 

 

〈実施するオンライン講座例〉 

 歴史講座，健康講座，俳句講座 等 

 

 

生涯学習振興課 

 

【関係課】 

総合生涯学習プラザ／

公民館／図書館 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 オンラインによる講座の配信数 ― 40 回 

 

 

【継続】 

具体的な取組 生涯学習情報提供システムの充実 

整 理 番 号 3-6-② 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

生涯学習情報提供システム「まなびネットやちよ」の情報を充実

させ，様々な情報の需要に応えます。 

 

〈実施する事業例〉 

 生涯学習情報提供システム「まなびネットやちよ」の充実・周知・ 

啓発 等 

 

 

総合生涯学習プラザ 

 

【関係課】 

生涯学習振興課 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 生涯学習情報提供システムへの 

 アクセス件数 
63,796 件 66,000 件 

                                



- 37 - 

 

【継続】 

具体的な取組 生涯学習相談窓口の充実 

整 理 番 号 3-6-③ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

⑴ 

 

市民が生涯学習を始めるきっかけをつかめるよう，また，より

広く，深く学べるよう情報を提供しながらサポートします。 

 

〈実施する事業例〉 

パンフレット配布・パネル展示による情報発信， 

相談窓口・閲覧用パソコンの設置 等 

 

 

総合生涯学習プラザ 

 

【関係課】 

生涯学習振興課 

 

⑵ 

 

市民の学習相談に的確に対応できるよう，生涯学習関係機関と

情報の共有を図るとともに，市民が気軽に相談できる雰囲気

づくりを行っていく等，学習相談窓口を充実します。 

 

〈実施する事業例〉 

パンフレット配布・パネル展示による情報発信， 

相談窓口の設置 等 

 

 

公民館 
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【継続】 

具体的な取組 市民の知的活動や創造的活動を支援するサービスの充実 

整 理 番 号 3-6-④ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

資料の充実を図り，資料提供，情報提供を通して，市民の日常的な

読書から調査・研究までの生涯学習活動を支援し，暮らしと仕事に

役立つサービスを充実させます。また，ホームページ等を活用した

情報発信を行うことで，利用の拡大に努めます。さらに，非来館型

サービスである電子図書館を充実させ，市民が活用できるよう周知

に努めます。 

 

〈実施する事業例〉 

 資料収集・提供，団体貸出 等 

 

 

図書館 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 市民一人当たりの年間図書貸し出し冊数  5.35 冊 6.0 冊 

 市内在住の個人貸出登録者数 73,959 人 82,000 人 

 

 

【継続】 

具体的な取組 多文化交流センター事業の推進 

整 理 番 号 3-6-⑤ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

在住外国人への生活等に係る情報の提供や相談への対応，日本語

習得や文化交流等の支援をします。 

 

〈実施する事業例〉 

多言語情報メールによる防災・生活情報の配信，相談窓口の設置 等  

 

 

シティプロモーション課 
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【継続】 

具体的な取組 子育て支援における情報提供の充実 

整 理 番 号 3-6-⑥ 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

親子で安心して遊び，交流する場を提供するとともに，子育て

についての相談及び子育て中の家庭が必要な情報を入手しやすい

環境の整備に努めます。 

 

〈実施する事業例〉 

子育て相談，やちよ子育てハンドブックの発行 等 

 

 

子ども支援センター
すてっぷ 21 
 

【関係課】 

子育て支援課／

地域子育て支援センター／

保 育 園 ／ 

子ども保育課／ 

子ども福祉課／

母子保健課／ 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 地域子育て支援センターの利用人数 29,536 人 46,535 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 40 - 

 

４ 地域社会と連携し，共に歩む教育への支援       

４-７ 地域社会と連携した教育への支援 

◆地域社会が学校や家庭と連携・協働する「地域学校協働活動」を支援します。 

 

 【現状】 

本市では地域社会が学校や家庭と連携・協働する「地域学校協働本部」の設置は

しておりませんが，３つの地域に同様の組織が存在し，学校と連携・協働しながら子

どもたちや学校，地域のために活動を行っています。 

  また，その他の地域でも，学校が地域のイベントに参加したり学校行事に地域の方

が参加したりと，学校と家庭・地域が連携・協働した活動が行われています。 

 

 【課題】 

「地域学校協働活動」を推進するため，地域学校協働本部に関する規則等の策定と

地域学校協働活動推進員を委嘱の上，地域学校協働本部を設置する必要があります。 

  また，「学校運営協議会」（コミュニティ・スクール）の設置に向けて，取組みを

充実させていく必要があり，そのためには，地域及び学校の選定や委員・予算の確保

について段階的に検討していくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 41 - 

 

 ～ 具体的な取組 ～  

【新規】 

具体的な取組 学校運営協議会の設置・推進・支援 

整 理 番 号 4-7-① 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

地域社会と連携した教育への支援として，学校運営及び学校への

必要な支援に関して協議する機関である「学校運営協議会」を設置

するとともに推進・支援を行います。 

 

〈実施する事業例〉 

 学校運営協議会設置校の選定，地域学校協働本部規則策定 等 

 

 

生涯学習振興課 

 

【関係課】 

指導課 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 学校運営協議会の設置数 ― 3 校 

 

 

【新規】 

具体的な取組 防災教育の推進 

整 理 番 号 4-7-② 

具体的な取組の概要 推進部署 

 

市と学校，地域住民の三者が連携した防災訓練を将来を担う子ども

たちに実施し，「自分の命は自分で守る 」とする自助の取組みを

普及するとともに過去の災害の教訓を伝承し防災教育の推進を

図ります。 

 

〈実施する事業例〉 

 防災講話，防災訓練 等 

 

 

危機管理課 

■指標 

内 容 現況値（Ｒ1 年度末） 目標値（Ｒ6 年度末） 

 防災教育の実施校数 1 校 6 校 
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５ 体系図及び取組項目の概要              

 生涯学習は広範な領域にわたるため，計画の推進に当たっては，総合的・体系的な推進

体制が必要となります。全庁的な組織と市民が協働する体制により計画を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学習成果を活用した

交流の支援 

４ 人材の育成・確保・ 

活用の体制整備 

【基本目標】 【基本理念】 【基本方針】 

１ 市民の学びの 

支援 

１ 市民のニーズに対応

した学習機会の提供 

２ 学びを通した 

交流と成果の

還元 

３ 市民の学びの 

環境整備 
５ 生涯学習関係施設の

整備・充実 

６ 情報提供の充実 

４ 地域社会と 

連携し，共に 

歩む教育への

支援 

７ 地域社会と連携した

教育への支援 

３ 団体活動の支援と 

学習成果の地域還元

の促進 

一
人
ひ
と
り
が
学
び
を
深
め
，
互
い
に
成
果
を
生
か
し
合
い
，
共
に
生
き
る
ま
ち
八
千
代 
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【具体的な取組】 

① 【再掲】オンラインによる情報提供の充実【新規】 

② 生涯学習情報提供システムの充実 

③ 生涯学習相談窓口の充実 

④ 市民の知的活動や創造的活動を支援するサービスの充実 

⑤ 多文化交流センター事業の推進 

⑥ 子育て支援における情報提供の充実 

① 学校運営協議会の設置・推進・支援【新規】 

② 防災教育の推進【新規】 

① 生涯学習関係施設の整備・改善 

② 郷土博物館展示事業 

① 【再掲】まちづくりふれあい講座の充実 

② 【再掲】ふれあい教室の充実 

③ バラの植栽管理講習会の実施【新規】 

④ 青少年団体指導者養成講座（友・遊・カレッジ）の実施 

⑤ 生涯学習ボランティアバンク制度の活用の推進 

⑥ やちよ元気体操応援隊の養成と活動支援 

⑦ 農業ボランティア推進事業の充実 

⑧ 里山整備ボランティアの育成 

① 【再掲】ふれあい教室の充実 

② 青少年学校外活動支援事業の推進 

③ 市民活動サポートセンターの運営管理 

① 公民館まつりの開催 

② ニューリバーロードレース in 八千代の開催 

③ コミュニティワールドカップサッカーin 八千代の開催 

④ 放課後子ども教室の推進 

① まちづくりふれあい講座の充実       ⑬ 郷土博物館主催事業の充実 

② 家庭教育の支援の充実           ⑭ 博学連携の推進 

③ ふれあい教室の充実            ⑮ 市民のニーズに対応した防災訓練の実施【新規】 

④ オンラインによる情報提供の充実【新規】  ⑯ 消費者教育事業の推進 

⑤ 総合生涯学習プラザ主催事業の充実     ⑰ ふれあい大学校の充実 

⑥ 公民館主催事業の充実           ⑱ 高齢者の健康づくりの推進 

⑦ 子ども読書活動の推進           ⑲ 健康づくり学習事業の実施・支援 

⑧ ブックスタートの推進           ⑳ 環境保全意識の普及・啓発 

⑨ 図書館主催事業の充実           ㉑ ごみの減量化・リサイクル推進等の啓発事業の実施 

⑩ レファレンスサービスの充実【新規】    ㉒ 身近な消防啓発の充実 

⑪ 八千代台東南公共センター主催事業の実施  ㉓ 救命技術教育の推進 

⑫ 伝統文化・伝承文化の継承促進 
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第３期八千代市生涯学習推進計画策定経過 

 

実施日 主な内容 

令和元年 6 月 26 日～7 月 17 日 

生涯学習に関する市民アンケート調査の実施 

目的：八千代市の生涯学習の現状や市民ニーズを把

握するとともに次期計画の基礎資料とするた

め実施 

令和 2 年 7 月 28 日 
第１回八千代市生涯学習審議会 

・八千代市生涯学習基本構想の今後について 

令和 2 年 11 月 12 日 
第２回八千代市生涯学習審議会 

・第 3 期八千代市生涯学習推進計画修正方針について 

令和 3 年 1 月 15 日～2 月 15 日 
パブリックコメントの実施 

・第 3 期八千代市生涯学習推進計画（素案） 

令和 3 年 1 月 19 日 
八千代市生涯学習推進本部幹事会会議 

・第 3 期八千代市生涯学習推進計画（素案）について 

令和 3 年 2 月 25 日 パブリックコメントの結果公表 

令和 3 年 2 月 26 日 
八千代市生涯学習審議会へ諮問 

・第 3 期八千代市生涯学習推進計画（原案）について 

令和 3 年 3 月 3 日 

第３回八千代市生涯学習審議会 

・第 3 期八千代市生涯学習推進計画（原案）について

（諮問） 

・答申案について 

令和 3 年 3 月４日 

八千代市生涯学習審議会から答申 

・第 3 期八千代市生涯学習推進計画（原案）について

答申 

令和 3 年 3 月 8 日 
八千代市生涯学習推進本部会議 

・第 3 期八千代市生涯学習推進計画（原案）について 

令和３年３月 30 日 第３期八千代市生涯学習推進計画策定 

 



【資料２】 
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教生振第１２０７号  

令和３年２月２６日  

 

 八千代市生涯学習審議会  

 会長  小出  正雄  様  

 

八千代市長  服  部  友  則  

 

 

第３期八千代市生涯学習推進計画（原案）について（諮問）  

 

 第３期生涯学習推進計画を策定するに当たり，八千代市生涯学習審議会条例

第２条の規定に基づき，別添「第３期八千代市生涯学習推進計画（原案）」につ

いて，貴審議会の意見を求めます。  

 



【資料３】 
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令和３年３月４日  

 

 八千代市長  服  部  友  則  様  

 

八千代市生涯学習審議会  

会  長  小  出  正  雄  

 

 

第３期八千代市生涯学習推進計画（原案）について答申  

 

 令和３年２月２６日付け教生振１２０７号をもって諮問のありました第３期

八千代市生涯学習推進計画（原案）につきまして，当審議会において慎重に

審議した結果，下記のとおり答申いたします。  

 

記  

 

 本計画（原案）は，八千代市の生涯学習に関する現状と課題などを踏まえた

上で，基本理念の実現及び基本目標の達成に向けた，基本方針と具体的な取組

が明示されており，概ね適切なものと認めます。  

 ただし，計画の推進に当たっては，以下の点について配慮されたい。  

 

１  PDCA サイクルの視点に立ち，適切な進行管理を行うとともに具体的な取

組や目標値などを示した毎年度版の計画書を作成すること。  

 

２  持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の理念を踏まえ，市民一人ひとりが生涯

にわたり学ぶことができる施策の積極的な展開を図っていくこと。  

 

３  社会教育を基盤とした，「人づくり」・「つながりづくり」・「地域づくり」の  

好循環創出を目指すこと。  

 

４  その他，当審議会の審議過程において，各委員から述べられた意見・要望

について，計画実施時に十分考慮した上で，生涯学習の推進に努めること。  

 



【資料４】 
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生涯学習に関するアンケート調査結果報告書 

【ダイジェスト版】 

 

１ 調査目的 

   八千代市の生涯学習の現状や市民ニーズを把握し，生涯学習に

関する次期計画策定のための基礎資料として活用することを目的

とする。 

 

２ 調査期間 

令和元年６月２６日（火）～同年７月１７日（水） 

 

３ 調査対象 

   生涯学習関係施設等の利用者 

   ※生涯学習関係施設等（26 施設） 

総合生涯学習プラザ／各公民館（9 館）／各図書館（5 館）／ 

市民体育館／総合グラウンド／市民会館／八千代台文化センター／ 

勝田台文化センター／市民ギャラリー／郷土博物館／文化伝承館／ 

市民活動サポートセンター／福祉センター／ふれあいプラザ 

 

４ 調査方法 

生涯学習関係施設等にアンケート用紙を配布し，施設利用者へ

協力依頼を行い実施した。 
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５ 調査項目 

○ 全１３問 

○ 質問内容 

◇ 基本情報【問１～問４】 

・ 性別 

・ 年齢 

・ 居住地区 

・ 職業 

◇ 回答者の生涯学習活動について【問５～問１１】 

・ 現在行っている生涯学習活動 

・ 生涯学習活動を行っている理由 

・ 生涯学習活動を行っている場所や形態 

  ・ 生涯学習活動を通じて身につけた知識や技能の生かし方 

・ 生涯学習に関する情報の取得方法 

・ 知りたい生涯学習情報 

・ 関心のある学習テーマ 

◇ 市の生涯学習への取り組みについて【問１２】 

・ 生涯学習活動充実のため市が力を入れるべきこと 

◇ 自由筆記【問１３】 

 

６ 回収状況 

配布枚数 5,700 枚 

回収枚数 1,339 枚 

回 収 率 23.5% 

 生涯学習関係施設等（全 26 施設）において 5,700 枚配布し，内 1,339 枚

を回収した。回収率は 23.5％であった。 

（回収内訳） 

 公民館：約 65％，図書館：約 21％，その他施設：約 14％ 
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７ 回答者属性調査 

 【問 1】性別 

項目名 基数 構成比 

男性 422 31.5% 

女性 910 68.0% 

無回答 7 0.5% 

全体 1,339 100.0 

 

【問 2】年齢 

項目名 基数 構成比 

19 歳以下 31 2.3% 

20 歳代 8 0.6% 

30 歳代 48 3.6% 

40 歳代 94 7.0% 

50 歳代 110 8.2% 

60 歳代 308 23.0% 

70 歳代 585 43.7% 

80 歳以上 148 11.1% 

無回答 7 0.5% 

全体 1,339 100.0 

 

【問 3】居住地区 

項目名 基数 構成比 

大和田 336 25.1% 

高津・緑が丘 262 19.6% 

八千代台 263 19.6% 

勝田台 85 6.3% 

村上 129 9.6% 

阿蘇 83 6.2% 

睦 46 3.4% 

市外 126 9.4% 

無回答 7 0.7% 

全体 1,339 100.0 

2.3
0.6

3.6
7.0 8.2

23.0 

43.7

11.1

0.5

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

（%）

25.1

19.6

19.6

6.3

9.6

6.2

3.4

9.4

0.7

大和田

高津・緑が丘

八千代台

勝田台

村上

阿蘇

睦

市外

無回答

（％）

男性

31.5%

女性

68.0%

無回答0.5%
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【問 4】職業 
 

項目名 基数 構成比 

自営業 30 2.2% 

自由業 6 0.4% 

勤め人（フルタイム） 81 6.0% 

勤め人（パートタイムなど） 184 13.7% 

家事専業 437 32.6% 

学生 34 2.5% 

無職 522 39.0% 

その他 28 2.1% 

無回答 17 1.3% 

全体 1,339 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2

0.4

6.0 

13.7

32.6

2.5

39.0 

2.1

1.3

自営業

自由業

勤め人（フルタイム）

勤め人（パートタイムなど）

家事専業

学生

無職

その他

無回答

（％）
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８ 調査結果 

 ⒧ 生涯学習活動について 

【問 5】あなたは，現在どのような生涯学習活動を行っていますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「趣味，教養に関する学習」が最も多く，次に「健康づくりやスポーツ

に関する学習」である。以下「地域活動やボランティア活動に関する学習」，

「家庭生活に関する学習」，「パソコン等の知識・技能に関する学習」の順

に続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

50 代以下では，「家庭生活に関する学習」，「子育て・教育に関する学習」，

「語学習得や国際交流に関する学習」，「仕事上必要な知識・技能に関する

学習」など，「趣味，教養に関する学習」，「健康づくりやスポーツに関する

学習」以外にも，生活や仕事などに関わるような学習が広く行われている

ことがうかがえる。 

811

552

178

67

72

97

135

54

191

29

30

124

77

趣味，教養に関する学習

健康づくりやスポーツに関する学習

家庭生活に関する学習

子育て・教育に関する学習

社会問題に関する学習

語学習得や国際交流に関する学習

パソコン等の知識・技能に関する学習

仕事上必要な知識・技能に関する学習

地域活動やボランティア活動に関する学習

郷土やまちづくりに関する学習

その他

特に行っていない

無回答

現在行っている生涯学習活動
（人） 

135

92

53

50

11

39

25

42

28

2

4

47

7

趣味，教養に関する学習

健康づくりやスポーツに関する学習

家庭生活に関する学習

子育て・教育に関する学習

社会問題に関する学習

語学習得や国際交流に関する学習

パソコン等の知識・技能に関する学習

仕事上必要な知識・技能に関する学習

地域活動やボランティア活動に関する学習

郷土やまちづくりに関する学習

その他

特に行っていない

無回答

現在行っている生涯学習活動（50代以下）
（人） 
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60 代以上では，「子育て・教育に関する学習」，「仕事上必要な知識・技

能に関する学習」が低い傾向にあり，「趣味，教養に関する学習」，「健康づ

くりやスポーツに関する学習」が特に多く行われていることがうかがえる。 

 

【問 6】あなたが生涯学習活動を行っているのは，どのような理由 

からですか。（あてはまるもの全てに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「趣味を豊かにするため」が最も多く，以下「健康・体力づくりのため」

「親睦を深めたり，友人を得るため」，「人生を有意義にするため」，「自由

時間を有効に活用するため」の順である。 

 

 

672

457

125

16

61

58

110

12

163

27

26

77

70

趣味，教養に関する学習

健康づくりやスポーツに関する学習

家庭生活に関する学習

子育て・教育に関する学習

社会問題に関する学習

語学習得や国際交流に関する学習

パソコン等の知識・技能に関する学習

仕事上必要な知識・技能に関する学習

地域活動やボランティア活動に関する学習

郷土やまちづくりに関する学習

その他

特に行っていない

無回答

現在行っている生涯学習活動（60代以上）
（人） 

633

727

472

65

266

220

423

431

124

189

15

11

72

健康・体力づくりのため

趣味を豊かにするため

親睦を深めたり，友人を得るため

仕事や就職等に役立てるため

教養を高めるため

家庭・日常生活をよりよくするため

自由時間を有効に活用するため

人生を有意義にするため

世の中のことを知るため

地域や社会に貢献するため

その他

特に理由はない

無回答

生涯学習活動を行う理由
（人） 
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50 代以下では，「教養を高めるため」や「仕事や就職等に役立てるため」

という理由なども多く選ばれており，様々な理由で生涯学習活動を行って

いることが読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

60 代以上では，「仕事や就職等に役立てるため」という理由が低い傾向

である。 

年代によって，生涯学習を行う理由は必ずしも同じではなく，それぞれ

ライフスタイルに合わせた異なる理由で生涯学習活動を行っていること

が読み取れる。 

 

 

 

103

130

61

54

79

63

66

82

29

37

7

4

6

健康・体力づくりのため

趣味を豊かにするため

親睦を深めたり，友人を得るため

仕事や就職等に役立てるため

教養を高めるため

家庭・日常生活をよりよくするため

自由時間を有効に活用するため

人生を有意義にするため

世の中のことを知るため

地域や社会に貢献するため

その他

特に理由はない

無回答

生涯学習活動を行う理由（50代以下）

526

595

410

11

187

157

356

349

95

152

8

7

65

健康・体力づくりのため

趣味を豊かにするため

親睦を深めたり，友人を得るため

仕事や就職等に役立てるため

教養を高めるため

家庭・日常生活をよりよくするため

自由時間を有効に活用するため

人生を有意義にするため

世の中のことを知るため

地域や社会に貢献するため

その他

特に理由はない

無回答

生涯学習活動を行う理由（60代以上）

（人） 

（人） 
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【問 7】あなたは，どのような場所や形態で生涯学習活動を行っ 

    ていますか。（あてはまるもの全てに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「公民館や総合生涯学習プラザなど市が主催する講座や教室」が最も多

く，以下「同好者が自主的に行うサークル活動」，「図書館，博物館，美術

館等を利用した自主学習」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

739
518

272
58

20
184

150
104

149
199

20
32

84

公民館や総合生涯学習プラザなど市が主催する講座や教室

同好者が自主的に行うサークル活動

図書館，博物館，美術館等を利用した自主学習

学校（高校，専門学校，大学等）の公開講座

大学，短期大学，専門学校，その他学校への入学

民間のカルチャーセンターやスポーツクラブなどの講座や教室，通信教育

自治会，ＮＰＯ及びボランティア団体が主催する講座や教室

テレビやラジオの講座番組

パソコン・タブレット等によるインターネットを活用した学習

書籍による自宅学習

職場の研修

その他

無回答

場所や形態
（人） 

95
67

84
22

10
44

21
23

51
58

13
13

10

公民館や総合生涯学習プラザなど市が主催する講座や教室

同好者が自主的に行うサークル活動

図書館，博物館，美術館等を利用した自主学習

学校（高校，専門学校，大学等）の公開講座

大学，短期大学，専門学校，その他学校への入学

民間のカルチャーセンターやスポーツクラブなどの講座や教室，通信教育

自治会，ＮＰＯ及びボランティア団体が主催する講座や教室

テレビやラジオの講座番組

パソコン・タブレット等によるインターネットを活用した学習

書籍による自宅学習

職場の研修

その他

無回答

場所や形態（50代以下）

638
449

188
36

10
140

129
81
98

141
7
19

74

公民館や総合生涯学習プラザなど市が主催する講座や教室

同好者が自主的に行うサークル活動

図書館，博物館，美術館等を利用した自主学習

学校（高校，専門学校，大学等）の公開講座

大学，短期大学，専門学校，その他学校への入学

民間のカルチャーセンターやスポーツクラブなどの講座や教室，通信教育

自治会，ＮＰＯ及びボランティア団体が主催する講座や教室

テレビやラジオの講座番組

パソコン・タブレット等によるインターネットを活用した学習

書籍による自宅学習

職場の研修

その他

無回答

場所や形態（60代以上）

（人） 

（人） 
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50 代以下と 60 代以上でみても，「公民館や総合生涯学習プラザなど市

が主催する講座や教室」が最も多く，生涯学習活動を行う場所や形態とし

て市が主催する講座や教室を利用していることがうかがえる。また，市が

主催する講座や教室の他に，「同好者が自主的に行うサークル活動」や「図

書館，博物館，美術館等を利用した自主学習」が多く選ばれている。 

 

【問 8】あなたは，生涯学習を通じて身につけた知識や技能をど 

のように生かしていますか。（あてはまるもの全てに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分の健康維持・増進」が最も多く，次に「家庭・日常の生活」，「展

示会，発表会などの発表等」「地域活動やボランティア活動」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

737

413

79

269

90

282

110

16

50

28

90

自分の健康維持・増進

家庭・日常の生活

仕事や就職

地域活動やボランティア活動

学習・スポーツ，文化活動などの指導

展示会，発表会などの発表等

知識・技能等の伝達・伝承

その他

生かしていない

わからない

無回答

生涯学習活動で身につけた知識や技能の生かし方
（人） 

124

127

62

43

27

30

14

2

5

8

8

自分の健康維持・増進

家庭・日常の生活

仕事や就職

地域活動やボランティア活動

学習・スポーツ，文化活動などの指導

展示会，発表会などの発表等

知識・技能等の伝達・伝承

その他

生かしていない

わからない

無回答

生涯学習活動で身につけた知識や技能の生かし方（50代以下）
（人） 
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50 代以下では「家庭・日常の生活」と「自分の健康維持・増進」が同数

程度に多く，生涯学習活動で身につけた知識や技能を自分の健康の維持・

増進のためだけでなく，家庭・日常の生活にも生かしている傾向がうかが

える。また，生涯学習活動で身につけた知識や技能を「仕事や就職」に生

かしていることが読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

60 代以上は，「自分の健康維持・増進」の他に「家庭・日常の生活」，「展

示会，発表会などの発表等」，「地域活動やボランティア活動」に生涯学習

活動で身につけた知識や技能の成果を生かしている人が多いことがうか

がえる。 

50 代以下と 60 代以上では，ライフスタイルが違うため，生涯学習活動

で身につけた知識や技能の生かし方にも差があることが確認できる。 

【問 9】あなたは，生涯学習に関する情報をどのように得ていま 

すか。（あてはまるもの全てに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

609

286

17

226

63

251

96

14

45

20

80

自分の健康維持・増進

家庭・日常の生活

仕事や就職

地域活動やボランティア活動

学習・スポーツ，文化活動などの指導

展示会，発表会などの発表等

知識・技能等の伝達・伝承

その他

生かしていない

わからない

記載無

生涯学習活動で身につけた知識や技能の生かし方（60代以上）
（人） 

780

72

109

8

50

488

45

243

148

315

435

23

68

76

広報やちよ

やちよ情報メール

市ホームページ

まなびネットやちよ

施設ホームページ

公民館などの公共施設

駅や商業施設など

インターネット，ＳＮＳ

テレビやラジオ

新聞，雑誌，書籍

家族，友人，知人など

その他

特に得ていない

無回答

情報の入手先
（人） 
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「広報やちよ」が最も多く，続いて「公民館などの公共施設」，「家族，

友人，知人など」の順である。 

情報の入手先として，「広報やちよ」や「公民館などの公共施設」が多い

ことから，広報やちよや公共施設へのポスター，チラシの配布については

周知の効果があることが読み取れる。また，「やちよ情報メール」や「施設

ホームページ」については利用が少ない傾向にあるので，施設ホームペー

ジなどでも生涯学習に関する情報が入手できることの周知が必要だと考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

121

18

27

1

13

63

18

109

39

76

87

6

35

7

広報やちよ

やちよ情報メール

市ホームページ

まなびネットやちよ

施設ホームページ

公民館などの公共施設

駅や商業施設など

インターネット，ＳＮＳ

テレビやラジオ

新聞，雑誌，書籍

家族，友人，知人など

その他

特に得ていない

無回答

情報の入手先（50代以下）

656

53

81

7

37

424

27

133

109

239

346

17

33

67

広報やちよ

やちよ情報メール

市ホームページ

まなびネットやちよ

施設ホームページ

公民館などの公共施設

駅や商業施設など

インターネット，ＳＮＳ

テレビやラジオ

新聞，雑誌，書籍

家族，友人，知人など

その他

特に得ていない

記載無

情報の入手先（60代以上）

（人） 

（人） 



- 59 - 

 

「広報やちよ」は 50 代以下，60 代以上ともに多く利用しているので，

有効な周知手段と考えられる。「インターネット，ＳＮＳ」については，50

代以下で 2 番目に利用が高く，60 代以上に比べて高い傾向にある。 

一方 60 代以上は，「インターネット，ＳＮＳ」の利用傾向が低めで，「公

民館などの公共施設」からの情報入手が高い傾向にあることがうかがえる。 

 

【問 10】あなたは，生涯学習に関して，どのような情報が知り 

たいですか。（あてはまるもの全てに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「公民館，図書館などで開催される講座の情報」が最も多く，以下「サ

ークルや同好会の活動の情報」，「生涯学習関連施設の情報」，「地域活動や

ボランティア活動に関する情報」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

764

309

445

258

164

71

146

14

153

121

公民館，図書館などで開催される講座の情報

生涯学習関連施設の情報

サークルや同好会の活動の情報

地域活動やボランティア活動に関する情報

カルチャーセンターなど民間施設の講座情報

資格取得に関する情報

大学などで開催される公開講座の情報

その他

特にない

無回答

生涯学習に関して知りたい情報

146

54

67

57

35

52

41

3

52

9

公民館，図書館などで開催される講座の情報

生涯学習関連施設の情報

サークルや同好会の活動の情報

地域活動やボランティア活動に関する情報

カルチャーセンターなど民間施設の講座情報

資格取得に関する情報

大学などで開催される公開講座の情報

その他

特にない

無回答

生涯学習に関して知りたい情報（50代以下）

（人） 

（人） 
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50 代以下と 60 代以上でみても，知りたい情報として「公民館，図書館

などで開催される講座の情報」が最も高く，また，「サークルや同好会の活

動の情報」，「生涯学習関連施設の情報」，「地域活動やボランティア活動に

関する情報」についても知りたい情報として高い傾向にあることが読み取

れる。 

 

【問 11】あなたが関心のある学習テーマは何ですか。 

（あてはまるもの全てに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「趣味，教養に関すること」，「健康づくり・スポーツに関すること」が

圧倒的に多く，続いて「家庭生活に関すること」，「地域の歴史・文化・自

然に関すること」である。 

613

254

377

201

129

19

105

11

101

110

公民館，図書館などで開催される講座の情報

生涯学習関連施設の情報

サークルや同好会の活動の情報

地域活動やボランティア活動に関する情報

カルチャーセンターなど民間施設の講座情報

資格取得に関する情報

大学などで開催される公開講座の情報

その他

特にない

無回答

生涯学習に関して知りたい情報（60代以上）

900

700

294

104

237

128

278

77

218

150

10

41

80

趣味，教養に関すること

健康づくり・スポーツに関すること

家庭生活に関すること

子育て・教育に関すること

社会問題に関すること

国際交流・国際理解に関すること

地域の歴史・文化・自然に関すること

仕事上必要な知識・技能に関すること

地域活動やボランティア活動のために必要な知識・技能に関すること

情報化社会に対応するためのパソコン等の知識・技能に関すること

その他

特にない

無回答

関心のある学習テーマ

（人） 

（人） 
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50 代以下では，「子育て・教育に関すること」，「仕事上必要な知識・技

能に関すること」の 2 つの学習テーマは，60 代以上に比べると高い傾向

にあり，関心があることが読み取れる。 

60 代以上では，「地域の歴史・文化・自然に関すること」を選んでいる

人が 50 代以下より高い傾向にあり，地域に関して興味を持っていること

がうかがえる。 

 

 

 

 

 

176

138

90

78

45

43

32

53

47

36

4

11

7

趣味，教養に関すること

健康づくり・スポーツに関すること

家庭生活に関すること

子育て・教育に関すること

社会問題に関すること

国際交流・国際理解に関すること

地域の歴史・文化・自然に関すること

仕事上必要な知識・技能に関すること

地域活動やボランティア活動のために必要な知識・技能に関すること

情報化社会に対応するためのパソコン等の知識・技能に関すること

その他

特にない

無回答

関心のある学習テーマ（50代以下）

720

558

201

25

192

84

246

24

171

113

6

30

71

趣味，教養に関すること

健康づくり・スポーツに関すること

家庭生活に関すること

子育て・教育に関すること

社会問題に関すること

国際交流・国際理解に関すること

地域の歴史・文化・自然に関すること

仕事上必要な知識・技能に関すること

地域活動やボランティア活動のために必要な知識・技能に関すること

情報化社会に対応するためのパソコン等の知識・技能に関すること

その他

特にない

無回答

関心のある学習テーマ（60代以上）

（人） 

（人） 



- 62 - 

 

 ⑵ 生涯学習活動について 

【問 12】市民の生涯学習活動が充実するためには，八千代市は 

どのようなことに力を入れるべきだと思いますか。 

（あてはまるもの全てに○） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「公民館，図書館などの学習施設の充実」が最も多く，次に「身近なと

ころでの学習機会の提供」，「講座，講演会などの種類や数の増加，内容の

充実」となっており，以下「市民会館，文化センターなどの文化施設の充

実」「市民体育館，グラウンドなどのスポーツ施設の充実」「生涯学習に関

する情報提供の充実」と続いた。 

このことから，学習施設や文化施設，スポーツ施設などの施設の充実と，

講座などの数の増加や内容の充実などが望まれていることが読み取れる。

また，生涯学習に関する情報の提供の充実も多かったことから，生涯学習

に関する情報の周知方法の検討も必要だと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

489
503

677
333

251
215

134
190

101
61
71

242
57
52

106
26
22

153

講座，講演会などの種類や数の増加，内容の充実

身近なところでの学習機会の提供

公民館，図書館などの学習施設の充実

市民会館，文化センターなどの文化施設の充実

市民体育館，グラウンドなどのスポーツ施設の充実

地域活動やボランティア活動の支援

指導者・リーダーの育成

各種サークル・グループの育成

生涯学習活動と学校とのかかわり

職業能力を身につける学習機会の提供

家庭教育の向上につながる学習機会の提供

生涯学習に関する情報提供の充実

生涯学習に関する相談体制の充実

生涯学習の成果を発表できる機会の充実

生涯学習の成果を生かせる機会の充実

その他

必要ない

無回答

生涯学習充実のために市が力を入れるべきこと
（人） 
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50 代以下と 60 代以上でみると，「公民館，図書館などの学習施設の充

実」が最も望まれているのは，どちらも同じである。また，「身近なところ

での学習機会の提供」，「講座，講演会などの種類や数の増加，内容の充実」，

「市民会館，文化センターなどの文化施設の充実」，「市民体育館，グラウ

ンドなどのスポーツ施設の充実」，「生涯学習に関する情報提供の充実」も，

順位に多少の違いはあっても，50 代以下,60 代以上ともに多く望まれてい

ることが読み取れる。 

 

84
101

152
59

63
44

25
35

31
28

36
48

19
12

25
9
8

14

講座，講演会などの種類や数の増加，内容の充実

身近なところでの学習機会の提供

公民館，図書館などの学習施設の充実

市民会館，文化センターなどの文化施設の充実

市民体育館，グラウンドなどのスポーツ施設の充実

地域活動やボランティア活動の支援

指導者・リーダーの育成

各種サークル・グループの育成

生涯学習活動と学校とのかかわり

職業能力を身につける学習機会の提供

家庭教育の向上につながる学習機会の提供

生涯学習に関する情報提供の充実

生涯学習に関する相談体制の充実

生涯学習の成果を発表できる機会の充実

生涯学習の成果を生かせる機会の充実

その他

必要ない

無回答

生涯学習充実のために市が力を入れるべきこと（50代以下）
（人） 

402
401

523
273

187
171

109
153

68
33
35

193
38
38

79
17
14

136

講座，講演会などの種類や数の増加，内容の充実

身近なところでの学習機会の提供

公民館，図書館などの学習施設の充実

市民会館，文化センターなどの文化施設の充実

市民体育館，グラウンドなどのスポーツ施設の充実

地域活動やボランティア活動の支援

指導者・リーダーの育成

各種サークル・グループの育成

生涯学習活動と学校とのかかわり

職業能力を身につける学習機会の提供

家庭教育の向上につながる学習機会の提供

生涯学習に関する情報提供の充実

生涯学習に関する相談体制の充実

生涯学習の成果を発表できる機会の充実

生涯学習の成果を生かせる機会の充実

その他

必要ない

無回答

生涯学習充実のために市が力を入れるべきこと（60代以上）
（人） 



【資料５】 
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市民意識調査にみる生涯学習 
 

○第１１回八千代市市民意識調査報告書（令和 2 年 3 月） 

 ◇ 調査の概要及び回収結果 

  ⒧ 調査地域  八千代市内全域 

  ⑵ 調査対象  ①八千代市内に在住する満 18 歳以上の男女 

          ②八千代市外から市内に在勤する満 18 歳以上の男女 

  ⑶ 配布数と調査方法 

①市内在住者調査 

配布数 

3,500 人を住民基本台帳から無作為に

抽出し，3,490 人を調査対象とした。 

調査方法 郵送法（郵送配布－郵送回収） 

②外来者調査 

配布数  500 人 

調査方法 郵送法（企業に持参－郵送回収） 

  ⑷ 調査期間  令和元年 9 月 10 日（火） ～ 9 月 27 日（金） 

  ⑸ 回収結果   

   配布数（人） 有効回収数（人） 有効回収率（％） 

3,490 1,072 30.7 

 

 



- 65 - 

 

 ◇ 該当設問及び回答状況 

   問 22 仕事や学業以外で趣味や教養，自己の能力を高めるための学習時間 

（スポーツ活動を含む）をとっていますか。（○は１つずつ） 

（1）生涯学習・文化活動 
1 とっている 2 とっていない  （無回答） 

  30.6%     66.5%      2.9% 

（2）スポーツ活動 
1 とっている 2 とっていない  （無回答） 

  34.3%     63.7%      2.0% 

    

   （問 22 で（1）か（2）のどちらか１つでも「１ とっている」とお答えの方にお尋ねします） 

問 22－1 学習や文化，スポーツ活動をするために使っている場所はどのようなところで

すか。（○はいくつでも） 

１ 公民館や図書館など公共の社会 

教育施設             
34.3 ％ 

２ 市民体育館や野球場など 

  公共のスポーツ施設 
22.7 ％ 

３ 学校開放の体育館やグラウンド 7.0 ％ ４ 公園や遊歩道など 24.0 ％ 

５ 民間のカルチャーセンター 11.2 ％ ６ 民間のスポーツクラブ 24.6 ％ 

７ 自宅 33.0 ％ ８ その他（      ） 9.9 ％ 

   （無回答） 0.8 ％ 

 

（問 22 の（1）で「１ とっている」とお答えの方にお尋ねします） 

問 22－2 生涯学習・文化活動の推進のために必要なことはどのようなことだと思いますか。

（○は３つまで） 

１ 講座など無料での学習機会を増やす 39.0 ％ 

２ 自己負担があってもいいから，よりすぐれた講座を多く開催する 38.4 ％ 

３ 講師バンクの整備・公開（有料の講師を含む） 11.3 ％ 

４ 学習会・講座などの開催情報の提供（民間主催でも市の後援事業等は網羅） 36.3 ％ 

５ 市の施設のバリアフリー化（エレベーターの設置等） 7.3 ％ 

６ 老朽化した市の施設の改修・建て替え（施設の複合化も含む。バリアフリー

化は除く） 
12.8 ％ 

７ 老朽化した市の施設の備品や設備の交換・改修・充実（バリアフリー化は除

く） 
10.7 ％ 

８ 無料駐車場を増やす 32.9 ％ 

９ 有料駐車場の増設・充実 2.4 ％ 

10 施設利用予約・支払・継続更新の手続きの簡略化 20.4 ％ 

11 民間のサービス利用に対する補助 12.5 ％ 

12 その他（      ） 3.7 ％ 

（無回答） 4.0 ％ 
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（問 22 の（2）で「１ とっている」とお答えの方にお尋ねします） 

問 22－3 スポーツ活動の推進のために必要なことはどのようなことだと思いますか。

（○は３つまで） 

１ 講座など無料での学習機会を増やす 27.4 ％ 

２ 自己負担があってもいいから，よりすぐれた講座を多く開催する 27.4 ％ 

３ 講師バンクの整備・公開（有料の講師を含む） 5.7 ％ 

４ 学習会・講座などの開催情報の提供（民間主催でも市の後援事業等は網羅） 16.6 ％ 

５ 市の施設のバリアフリー化（エレベーターの設置等） 6.8 ％ 

６ 老朽化した市の施設の改修・建て替え（施設の複合化も含む。バリアフリー

化は除く） 
14.9 ％ 

７ 老朽化した市の施設の備品や設備の交換・改修・充実（バリアフリー化は除

く） 
15.2 ％ 

８ 無料駐車場を増やす 29.6 ％ 

９ 有料駐車場の増設・充実 4.1 ％ 

10 施設利用予約・支払・継続更新の手続きの簡略化 17.7 ％ 

11 民間のサービス利用に対する補助 18.2 ％ 

12 無料施設の一部（学校開放体育館等）での一部自己負担の導入（有料の体育

館を使っている方との公平性の確保，電気代の財源の一部として） 
8.7 ％ 

13 その他（       ） 6.3 ％ 

（無回答） 6.5 ％ 

 

（問 22 の（2）で「１ とっている」とお答えの方にお尋ねします） 

問 22－4 １週間のうち，30 分以上のスポーツ活動を何回ぐらい行っていますか。（○は１

つ） 

１ １回 35.6 ％ ２ ２回 27.4 ％ 

３ ３回以上 28.5 ％ ４ その他（      ） 3.5 ％ 

   （無回答） 4.9 ％ 
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（問 22 で（1）か（2）のどちらか１つでも「２ とっていない」とお答えの方にお尋ねしま

す） 

問 22－5 学習や文化，スポーツ活動を行っていない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 仕事や家事，学業が忙しくて時間がない 39.7 ％ 

２ 家族や職場など周囲の理解が得られない 1.2 ％ 

３ 子どもや親などを世話してくれる人がいない 7.5 ％ 

４ 適当な指導者がいない 4.5 ％ 

５ 身近なところに施設や教室などがない 17.0 ％ 

６ 自分の希望に合う内容の講座や教室などがない 15.8 ％ 

７ 自分の参加できる日時に開催される講座や教室などがない 16.3 ％ 

８ 一緒に学習や活動する仲間がいない 8.8 ％ 

９ 必要な情報がなかなか入手できない 14.3 ％ 

10 費用がかかる 24.4 ％ 

11 きっかけがつかめない 25.1 ％ 

12 生涯学習（スポーツ活動を含む）に興味がない（好きではない） 9.4 ％ 

13 その他（      ） 6.2 ％ 

（無回答） 16.3 ％ 

 

問 24 下の表に示した各項目について，あてはまるものを１つずつ選び，番号に○印を

つけてください。※一部抜粋 

                                          （％） 

≪教育文化都市をめざして≫ 

(9)生涯学習情報

が得られやす

いと感じます

か。 

１感じる 2.5 ２どちらかというと感じる 17.5 

３どちらかというと感じない 28.5 ４感じない 16.0 

５わからない 33.3 （無回答） 2.1 

    

 

 



【資料６】 
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○八千代市生涯学習審議会条例 

平成６年６月24日 

条例第12号 

改正 平成20年９月30日条例第20号 

（設置） 

第１条 市における生涯学習の推進を図るため，八千代市生涯学習審議会（以下「審議会」

という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は，市長の諮問に応じ，市の処理する事務に関し，生涯学習に資するための

施策の総合的な推進に関する重要事項を調査し，審議する。 

２ 審議会は，前項に規定する事項に関し必要と認める事項を市長に建議することができる。 

（組織） 

第３条 審議会は，委員20人以内をもって組織する。 

２ 委員は，次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(1) 市民 

(2) 学識経験者 

(3) 関係団体の代表者 

３ 委員の任期は，２年とする。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

４ 委員は，再任されることができる。 

（平20条例20・一部改正） 

（会長及び副会長） 

第４条 審議会に会長及び副会長を置き，委員の互選により定める。 

２ 会長は，会務を総理し，審議会を代表する。 

３ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは，その職務を

代理する。 

（会議） 

第５条 審議会の会議（以下「会議」という。）は，会長が招集し，会議の議長となる。 

２ 会議は，委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決するところ

による。 
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（部会） 

第６条 審議会は，必要があると認めたときは，部会を置くことができる。 

（委任） 

第７条 この条例に定めるもののほか，審議会の運営に関し必要な事項は，規則で定める。 

附 則 

この条例は，平成６年10月１日から施行する。 

附 則（平成20年条例第20号） 

この条例は，平成21年１月15日から施行する。 

 



【資料７】 
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○八千代市生涯学習審議会条例施行規則 

平成６年６月24日 

規則第26号 

改正 平成18年４月１日規則第54号 

平成21年１月15日規則第１号 

（趣旨） 

第１条 この規則は，八千代市生涯学習審議会条例（平成６年八千代市条例第12号。以下

「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（関係者の出席） 

第２条 条例第１条に規定する八千代市生涯学習審議会（以下「審議会」という。）は，必

要があると認めるときは，関係者の出席を求め，意見又は説明を聴くことができる。 

（平21規則１・旧第３条繰上） 

（部会長等） 

第３条 条例第６条に規定する部会（以下「部会」という。）は，審議会の会長の指名する

委員をもって組織する。 

２ 部会に部会長を置き，部会に属する委員の互選により定める。 

３ 部会長は，部会を掌理する。 

４ 部会長に事故があるとき又は部会長が欠けたときは，あらかじめ部会長の指名する委員

が，その職務を代理する。 

（平21規則１・旧第４条繰上） 

（部会の会議） 

第４条 部会の会議（以下「会議」という。）は，部会長が招集し，会議の議長となる。 

２ 会議は，委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決するところ

による。 

４ 部会は，必要があると認めるときは，関係者の出席を求め，意見又は説明を聴くことが

できる。 

（平21規則１・旧第５条繰上） 

（補則） 

第５条 この規則に定めるもののほか，必要な事項は，会長が市長の同意を得て別に定める。 

（平21規則１・旧第６条繰上） 
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附 則 

この規則は，平成６年10月１日から施行する。 

附 則（平成18年規則第54号） 

この規則は，公布の日から施行する。 

附 則（平成21年規則第１号） 

この規則は，公布の日から施行する。 

 



【資料８】 
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八千代市生涯学習審議会委員名簿 

 （敬称略） 

№ 区 分 所属する団体の名称等 氏 名 

１ 

市 民 

市民公募 佐藤 知行 

２ 市民公募 田村 俊毅 

３ 市民公募 椎名 美代子 

４ 学識経験者 秀明大学 特任教授 小山田 育子 

５ 

関係団体代表 

八千代市自治会連合会 副会長 小出 正雄 

６ 公益財団法人八千代市文化・スポーツ振興財団 馬場 亜里奈 

７ 八千代市体育協会 理事長 金子 寿次 

８ 八千代市公民館サークル協議会 会長 黒沢 昇 

９ 八千代市校長会 岡  聖一 

  

任期：令和２年１０月１日～令和４年９月３０日 



【資料９】 
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○八千代市生涯学習推進本部設置規程 

平成６年９月９日 

訓令甲第８号 

改正 平成８年３月29日訓令甲第２号 

平成９年４月１日訓令甲第７号 

平成10年３月31日訓令甲第５号 

平成11年９月30日訓令甲第10号 

平成16年３月25日訓令甲第７号 

平成17年３月30日訓令甲第３号 

平成18年３月31日訓令甲第６号 

平成19年３月30日訓令甲第３号 

平成19年８月15日訓令甲第５号 

平成20年３月31日訓令甲第２号 

平成28年３月24日訓令甲第３号 

平成31年３月28日訓令甲第２号 

（設置） 

第１条 市における生涯学習に関する施策の総合的かつ効果的な推進を図るため，八千代市

生涯学習推進本部（以下「本部」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 本部の所掌事項は，次に掲げるとおりとする。 

(1) 生涯学習に関する施策に係る基本方針の策定に関すること。 

(2) 生涯学習に関する施策の総合調整に関すること。 

(3) 生涯学習に関する施策の推進に関すること。 

(4) その他生涯学習に関すること。 

（組織） 

第３条 本部は，本部長，副本部長及び委員をもって組織する。 

２ 本部長は，副市長とし，副本部長は，教育長の職にある者をもって充てる。 

３ 委員は，別表第１に掲げる職にある者をもって充てる。 

（平18訓令甲６・平19訓令甲３・平19訓令甲５・平31訓令甲２・一部改正） 
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（本部長及び副本部長） 

第４条 本部長は，会務を総理し，本部を代表する。 

２ 副本部長は，本部長を補佐する。 

３ 本部長に事故があるとき，又は本部長が欠けたときは，副本部長がその職務を代理する。 

（平18訓令甲６・一部改正） 

（会議） 

第５条 本部の会議（以下この条及び次条において「会議」という。）は，本部長が招集し，

会議の議長となる。 

（関係者の出席） 

第６条 本部は，必要があると認めるときは，会議に関係者の出席を求め，意見又は説明を

聴くことができる。 

（幹事会） 

第７条 本部に，本部の所掌事項に関し専門的な調査検討及び会議に付する事案の調整を行

うため，幹事会を置く。 

２ 幹事会は，幹事会長及び幹事をもって組織する。 

３ 幹事会長は，教育次長の職にある者をもって充てる。 

４ 幹事は，別表第２に掲げる職にある者をもって充てる。 

５ 幹事会の会議（以下この条において「会議」という。）は，幹事会長が招集し，会議の

議長となる。 

６ 幹事会は，必要があると認めるときは，会議に関係者の出席を求め，意見又は説明を聴

くことができる。 

（平18訓令甲６・平19訓令甲５・平31訓令甲２・一部改正） 

（専門部会） 

第８条 幹事会に，必要に応じ専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会は，幹事会長が指名する部会員をもって組織する。 

３ 専門部会に専門部会長を置き，専門部会に属する部会員の互選により定める。 

４ 専門部会長は，専門部会を掌理する。 

（その他） 

第９条 この規程に定めるもののほか，本部の運営に関し必要な事項は，本部長が別に定め

る。 
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附 則 

この訓令は，平成６年９月10日から施行する。 

附 則（平成８年訓令甲第２号） 

この訓令は，平成８年４月１日から施行する。 

附 則（平成９年訓令甲第７号） 

（施行期日） 

１ この訓令は，令達の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この訓令施行の際現に存するこの訓令による改正前の各訓令の様式の用紙は，当分の間，

これを取り繕い使用することができる。 

附 則（平成10年訓令甲第５号） 

この訓令は，令達の日から施行する。 

附 則（平成11年訓令甲第10号）抄 

（施行期日） 

１ この訓令は，平成11年10月１日から施行する。 

附 則（平成16年訓令甲第７号） 

この訓令は，平成16年４月１日から施行する。 

附 則（平成17年訓令甲第３号） 

この訓令は，平成17年４月１日から施行する。 

附 則（平成18年訓令甲第６号） 

この訓令は，平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年訓令甲第３号）抄 

（施行期日） 

１ この訓令は，平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年訓令甲第５号） 

この訓令は，令達の日から施行する。 

附 則（平成20年訓令甲第２号） 

この訓令は，平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成28年訓令甲第３号） 

この訓令は，平成28年４月１日から施行する。 

附 則（平成31年訓令甲第２号） 
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この訓令は，平成31年４月１日から施行する。 

別表第１（第３条第３項） 

（平31訓令甲２・全改） 

企画部長 

総務部長 

財務部長 

健康福祉部長 

子ども部長 

経済環境部長 

都市整備部長 

消防長 

上下水道局長 

別表第２（第７条第４項） 

（平31訓令甲２・全改） 

企画部 企画経営課長 

総務部 総務課長 

総務部 コミュニティ推進課長 

財務部 財政課長 

健康福祉部 健康福祉課長 

子ども部 子育て支援課長 

経済環境部 商工観光課長 

都市整備部 都市計画課長 

教育委員会 教育総務課長 

教育委員会 指導課長 

教育委員会 生涯学習振興課長 

教育委員会 文化・スポーツ課長 

消防本部 消防総務課長 

上下水道局 経営企画課長 
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